
中四国商経学会 第 51 回（2010 年度）大会 
－研究発表・総会・公開研究会のご案内－ 

 

 

●日時●2010 年 12 月 11 日（土） 

●会場●広島大学東千田キャンパス 

 

１．研究発表 

【進行】野崎祐子（広島大学） 

セッションⅠ   ［４階 ４０４講義室］ 

10:15～10:45 
地域特性と協働に関する考察－中心市街地活性化協議会を事例として－ 

中村崇（広島大学大学院） 

10:45～11:15 
過疎地有償運送を担うＮＰＯ法人の現状と課題－鳥取県内の事例分析－ 

加藤博和（米子高専） 

11:15～11:45 
自治体財政の視点による地域包括ケアシステム構築の課題 

○佐々木直樹（岡山商科大）、難波利光（下関市立大） 

【進行】伊藤敏安（広島大学） 

セッションⅡ   ［４階 ４０４講義室］ 

13:15～13:45 
チーム医療による病院の組織変革に関する実証的研究 

山本智子（川崎医療福祉大） 

13:45～14:15 
意思決定過程における認知分散効果と認知融合効果の影響について 

木下良治（岡山理科大） 

14:25～14:55 
備後地域“オンリーワン・ナンバーワン”企業の経営継続の要因 

飯塚勲（福山平成大） 

14:55～15:25 
地域力創出モデルの研究－四国地域の経営学的研究－ 

板倉宏昭（香川大） 

【進行】石田三樹（広島大学） 

セッションⅢ   ［２階 ２０７講義室］ 

13:15～13:45 
マズロー理論と経営学 

山下剛（高松大） 

13:45～14:15 
図書館利用度の一般的傾向性に関する試論－利用度決定要因の分析－ 

山根薫（山口市） 

14:25～14:55 
地方中枢都市の“知識産業”都市化に向けての政策課題に関する研究 

岡田允（都市経済社会研究所） 

14:55～15:25 
国民経済計算及び県民経済計算からみた家計と政府の間の財政移転 

吉村弘（北九州市立大） 

 

 

 

２．理事会 

 理事の方は、下記にお集まりください。 

○時間○11:50～12:50      ○会場○４階４０３講義室 

※発表 20 分、討論・意見交換 10 分です。プロジェクタとパソコンを用意しています。利用される方は、休

憩時間にファイルをセットするなど、円滑な運営にご協力ください。 

 



３．総会 

 セッションⅢの会場にお集まりください。 

○時間○15:30～16:00 

○会場○２階２０７講義室 

 

４．公開研究会「中四国の“庭”としての瀬戸内海」 

 総会会場で引き続き公開研究会を開催します。会員以外の方にも開放しています。参加の呼びか

けへのご協力をお願いいたします（無料、非会員は先着 70 人程度）。 

○時間○16:15～17:45 

○会場○２階２０７講義室 

 

 

 

 

 

  

(1) 材料提供 16:15～17:15 

「瀬戸内 海の道構想」の実証的手法（仮） 

後藤 昇 氏（広島県海の道プロジェクトチーム担当課長） 

「瀬戸内国際芸術祭」の成果と課題 

工代祐司氏（香川県商工労働部観光交流局長） 

(2) 意見交換 17:15～17:45 

・材料提供者 

・会員・一般参加者の方々 

 

５．交流会 

○時間○18:00～ 

○会場○広島大学東千田キャンパス周辺 

○会費○2,000 円（予定） 

 

 

〔〔〔 アクセスのご案内 〕〕〕 

広島大学東千田キャンパスへは公共交通機関をご利用ください。自家用車を乗り入れることはできません。

バス・電車の「日赤病院前」から徒歩で数分です。 

■バス■広島駅前から広島バス「50 号系統」「21-1 号系統」で約 15～20 分、片道 210 円。「21-2 号系統」に乗

車しないよう気をつけてください。 

■電車■広島駅前から広電電車「１号線広島港行き」（日赤病院前行き、広電本社前行きでも可）で約 25 分、

片道 150 円。「１号線」は紙屋町（バスセンター、そごう）を経由します。 

■タクシー■広島駅前から約 10 分、1050 円程度。「東千田町の放送大学・広島大学」とお伝えください。 

 

〔〔〔 ひろしまドリミネーション 2010 のご案内 〕〕〕 

広島では、2010 年 11 月 11 日から 2011 年１月３日まで、平和大通りを中心に「ひろしまドリミネーション

2010」を開催しています。ライトアップ時間は、原則として午後５時半から午後 11 時まで。「おとぎの国」と

いうコンセプトのもと、130 万球にのぼるイルミネーションに彩られた広島の夜の散策をお楽しみください。 

広島県は、2009 年度後半から、瀬戸内海の地域資源や人材を活用して、集客、新たな産業づ
くり、地域の魅力向上につなげていくため「瀬戸内 海の道構想」を進めています。香川県は、
2010 年７月から 10 月まで直島や豊島などの島嶼部を中心に「瀬戸内国際芸術祭 アートと海
を巡る 100 日間の冒険」を開催しました。 
今回の公開研究会では、瀬戸内海にかかわる両県の取り組みを評価・点検しながら、中四国

の“庭”ともいうべき瀬戸内海のあり方をみなさんと考えてみたいと思います。 

■理事会、総会、公開研究会、交流会につ

いては、同封のハガキを用いて、必ず出

欠を回答してください（電子メール、ｆ

ａｘでも構いません）。 

■理事会に欠席される理事の方は、ハガキ

に記載されている委任状を提出してくだ

さい。 

【事務局からのおねがいです。】 

 


